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１．「地球」が抱える問題（１） 

人口爆発 
世界人口が70億人に到
達し、その50％が都市
部に集中 

2050年には90～100億
人に増加し、その70％
が都市部に集中すると
予測される 

人口増加は発展途上国
で顕著であり、生活水準
が年々向上 

資源問題 
発展途上国（新興国）の
生活水準向上により消
費拡大 

全世界が日本水準にな
ると「地球」2個分の資
源が必要 

 
資源の有効活用が不可欠 
                 Reduce  
       “3R”  Reuse 
                 Recycle 
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１．「地球」が抱える問題（２） 

交通渋滞問題 
米国では年間42億時間
の交通渋滞       
⇒経済損失78０億ドル            
⇒渋滞時に110億リット 
  ルのガソリンを浪費
⇒大気汚染 

日本では年間38億時間
の交通渋滞       
⇒経済損失12兆円   
   

       （国土交通省算出） 

食糧問題 
全世界で約10億人が  
飢餓状態 

日本の食糧消費は年間  
約9100万トン（含輸入
約5800万トン） 

約1900万トンを廃棄（内
500～900万トンは賞味
期限内）⇒約11兆円（農
水業生産額と同等） 

処理費用は約2兆円 
             （経産省資料） 
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－水道水が飲める国－ 

日本, Belgium, Denmark, 
France, Italy, Singapore, 
Spain,Sweden, Swiss, 
UK, USA, etc 約20か国 

 

１．「地球」が抱える問題（３）-1 
水問題 

 水資源約13.9億Km3（内淡水は約35百万Km3＝約2.5％）       
⇒ 2/3は北極・南極の氷、1/3は地下水 

 河川・湖等地表淡水は僅か0.008%（約10.5万Km3） 
 有史以来、数千年経過し、水使用量が1,000Km3に到達（1935年頃） 
 1960年に2,000Km3、1980年に3,000Km3に増加、             
現在約4,000Km3を使用（内約2/3がアジアで消費） 

 日本の水使用量は約90Km3 
 

 
 

注） 1Km3=10億立方米 
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１．「地球」が抱える問題（３）-2 
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CDP Water  
Disclosure 

 

１．「地球」が抱える問題（３）-3 

「仮想水（Virtual Water）」の考え方 
消費する最終製品を製造する過程での水消費を
集計 

主要農産物（1Kg）生産に必要な水量（リットル）      
牛肉  15,977   
豚肉    5,906    
チーズ   5,288 
卵    4,657    
鶏肉    2,828   
米    2,656 
大豆    2,300 
小麦    1,150 
牛丼一杯約1,890リットル 
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１．「地球」が抱える問題（３）-4 
年間800億立方メートルの仮想水を輸入 

～日本の水の直接使用量は年間900億立方メートル～ 
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１．「地球」が抱える問題（4） - ① 
 食料不足への対応 

 新たな栄養添加物の開発 
 ミドリムシ（Euglena）（全59種類の栄養素を含有） 
     ビタミン類     ：α-カロテン、β-カロテン、ビタミンB1、ビタミンB2、ビタミンB6、ビタミンB12、ビタミンC、  
                                   ビタミンD、ビタミンE、ビタミンK1、ナイアシン、パントテン酸、ビオチン、葉酸 
        ミネラル類     ：マンガン、銅、鉄、亜鉛、カルシウム、マグネシウム、カリウム、リン、ナトリウム 
            アミノ酸類      : バリン、ロイシン、イソロイシン、アラニン、アルギニン、リジン、アスパラギン酸、 
                                   グルタミン酸、プロリン、スレオニン、メチオニン、フェニルアラニン、ヒスチジン、 
                                   チロシン、トリプトファン、グリシン、セリン、シスチン 
            飽和脂肪酸  : DHA、EPA、パルミトレイン酸、オレイン酸、リノール酸、リノレン酸、エイコサジエン酸、 
                                  アラキドン酸、ドコサテトラエン酸、ドコサペンタエン酸、ジホモγ-リノレン酸 
            その他          : パラミロン（β-グルカン）、クロロフィル、ルテイン、ゼアキサンチン、GABA、   
                                   スペルミジン、プトレッシン 

 ミジンコウキクサ（Wolffia） 
   ・ 繁殖率が高い 
   ・ ミネラル、ビタミン類を豊富に含有 
   ・ 炭水化物（パン、パスタ等）への添加物として実証中 
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１．「地球」が抱える問題（4）- ② 
 食料不足への対応 

 「虚肉（人造肉）」の開発 ⇒ 米国Beyond Meat社    
 “Beyond Meat”というスタートアップが開発した“フェイクの肉” 
  大豆を原料としているものの、食感も味も“鳥肉” 
  誰もそれがフェイクだとは思いもしないという自信作！？ 
  2012年から発売開始 

 何故「虚肉」？ 
 現在、世界で約10億人強が飢餓状態 
 人口爆発により90億人レベルとなり、生活水準が向上した際 
食糧資源（特に栄養素に係る副食）が不足 

主要農産物（1Kg）生産に必要な穀物飼料 
・牛肉  11Kgs 
・豚肉    7Kgs 
・卵    3Kgs 
・鶏肉    4Kgs 
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                スマート・コミュニティとは 
  １．  地球が抱える問題 

 ２．  スマート・コミュニティの概念 
 ３．  スマート・コミュニティ関連市場 
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２．スマート・コミュニティの概念（１） 
～ 産業革命からの都市形態の変遷 ～ 

日建設計シビル資料を引用 
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 ２．スマートコ・ミュニティの概念（２） 
～ 基本コンセプト ～ 

 理念：                                    
災害に強く、水と緑に溢れ、働きやすく、住んで快適、数百年間
価値が向上し続ける環境配慮型のコミュニティ 

 ICT活用により現状把握 （⇒ 情報処理・分析・可視化） 

 膨大なセンサー網 

 ビッグデータ処理・分析 ⇒ データセンタ（可視化）  

⇒ 統合情報センター（Integrated Information Center=”IIC”） 

 行政当局は、IICから得られる適切な情報を元に「全体最適」  
の観点より正しい方策を策定 

 適切な投資を適切なタイミングで行い費用対効果の良い    
都市開発・運営（⇒Smart Development） 

 全体最適を追求する “Smart Infrastructure” 

 最小限の仕組みを事前に構築することにより、将来拡張のコスト削減 

 最適保守の徹底によりインフラ寿命を延命（総コストの削減） 

1 



Copyright © Sojitz Corporation 2004 15 

２．スマートコ・ミュニティの概念（３） 

統合情報センター （IIC） 

Power  

Grid 

Safety &  

Security 
Amenity Tourism 

Water  

Grid 

Traffic  

Control 

行政当局 

・・・ Logistics 

2 

 

 

 

  情報収集・処理・可視化・最適管理  

 

 

情報 情報 施策 スマートシテ
ィ 

環境配慮型 
工業団地 

Waste to  

Energy 

災害に強く、水と緑に溢れ、数百年間価値が向上する環境配慮型コミュニティ 



Copyright © Sojitz Corporation 2004 16 

２．スマート・コミュニティの概念（４） 
～ 情報統合センター（IIC）の背景 ～ 

・ 人類の進化の過程で、その頭脳は約3倍に拡大しました。 それは、生存、また生活を  
  維持・改善する為の必要な変化でした。 
・ 現代人の脳の重量は体重比約２％ですが、安静時に全エネルギー消費量のうちの18％を 
  を脳が占めています。 塾考時の消費量は30％近いとも言われています。  
    これが、現代人の実態であり最適値です。 
・ 電気エネルギーは、最も効率の良いエネルギーと云われていますが、日本では、 
    電力消費量の約5％がICT(情報通信＝頭脳・神経・触覚）で消費されています。  
     ICTを駆使することにより全体最適を追求し、資源効率の良い「スマート・コミュニティ」 
    が実現することになります。 

        これには  統合情報センター （IIC） が不可欠です    

3倍に拡大 

3 
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      スマート・コミュニティとは 
   １． 地球が抱える問題 

   ２．  スマート・コミュニティの概念 
   ３． スマート・コミュニティ関連市場 
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３．スマート・コミュニティ関連市場（１） 

 45兆円/2010年 ⇒180兆円/2020年 ⇒ 累計3100兆円/2030年 
 構成要素は 

 蓄電（エネ）装置（Battery、Capacitor、CAES、Fly Wheel等） 
 送配電設備投資 
 次世代自動車（EV） 
 風力発電、太陽光発電 
 IT投資 
 その他再生可能エネルギー 

 水インフラ市場は20年間の累計で約2000兆円 
 スマートアプライアンス市場が2015年頃より更に上積      
（累計約1000兆円程度と推定） 

広義のIICとして全ての要素に波及 

日経BP主催スマートシティ国際会議資料を引用 
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３．スマート・コミュニティ関連市場（２）   

Smart City（エネルギ－）市場 

水インフラ市場 

- Smart Appliance 
- Smart House 
- サービス事業 

2015 2020 2025 2030 

¥兆円 

100 

200 

300 

400 

日経BP主催スマートシティ国際会議資料を引用 
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         スマート・コミュニティ開発事業 

  １.  世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況 

  ２.  日本に於けるスマート・コミュニティ開発状況 
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１. 世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況（１） 
～世界に於けるプロジェクトと主要プレイヤー～ 

 現状IBMとGEが突出し全世界の1/2を占有 
 IBM ~ Smarter Planet Concept 

全世界で約150のプロジェクトを手掛ける 
全世界100都市に対し、@US$400Kを援助（人的支援） 

 GE ~ Ecomagination（Ecology, Economy + Imagination） 
 GE Energy & GE Wind Energy 
 BEMS、HEMS、Smart家電 

 その他（Smart Grid関連） 
     Itron（Smart Meter）、Silver Spring Network（WiFi）、GridPoint、            

Cisco（Cisco Smart Grid Solution）、Google（Google PowerMeter）、 
  Landis+Gyr（Smart Meter:東芝が買収） 

 Master Planは海外勢が多くを受注 
 Accenture  ● ERNST & YOUNG 
 ARUP   ●  Cisco （ICT インフラ） 
 IBM（ICTインフラ）  ●  Grontmij  

 日本企業は要素技術を持つもプロジェクト遂行上プレゼンス低い 
 新エネルギー関連特許の55％を保有 
 「個別最適」アプローチ 
 プロジェクト構築・管理運営能力の欠如  
  ⇒ 下請契約、部品・個別システム供給 
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１. 世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況（２） 
～ マスダールシティ（Masdar City） ～ 

 場所  ：アラブ首長国連邦、アブダビ首長国マスダール市 
 主体  ：アブダビ未来エネルギー公社 
 目的  ：最先端のエネルギー技術を駆使した未来都市建設 
 時期  ：2006年～2015年 
 規模  ：面積6.5Km2（人口5万人） 
 予算  ：約220億ドル（約1兆7000億円） 
 中心企業 ：米GE、独Siemens、英BP、米Shell、三菱商事、  

   三井物産 
 特徴   

 必要エネルギーは、再生可能エネルギーで賄いCO2排出ゼロ 
 すべての建屋の屋根に太陽光パネルを設置 
 ガソリン車は市内から締め出し、次世代路面電車とPRTを活用 
 廃棄物ゼロ（Waste to Energy） 
 海水淡水化プラントにより市内に上水を供給 
 排水を再処理し、灌漑並びに緑化に使用 
 人材を集める為に無税・無関税の「経済特区」また            
「マスダール科学技術研究所」を設立 
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１. 世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況（３）    
~ Sweden Stockholm Royal Seaport ~ 

 場所  ：スウエーデン､ストックホルム・ロイヤルシーポート 
                            （236ha） 
 構想  ：工業地域を「環境配慮型スマートコミュニティ」に転換 
 主体  ：Fortum（北欧電力会社）、ABB（スイス重電会社） 
 目標  ：CO2削減（2020年迄に排出量を4t/人から1.5t/人に削減）  

   電力消費量55 KWh/m2-年 
 時期  ：2010年～2025年 
 規模  ：1万世帯＋3万事業所を新たに建設 
 予算  ：500億SEK（約6000億円） 
 中心企業 ：Fortum社、Ericsson社、ABB社、王立工科大学 
 特徴  ： 

 CPDP（Climate Positive Development Program）16プロジェクト 
    の一つ（CPDPはClinton Climate Initiativeのサポートプロジェクト） 
 土壌改良、スマートグリッド、地域発電（地産・地消）、廃棄物地下
集積   システム、イノベーションセンター設立 

 再生可能エネルギー、効率的な交通システム、廃棄物リサイクル確立 
 建築物は2010年から、住宅は2011年から建設開始。 バイオガス・バ
ス、 トラム、地下鉄、地域温熱供給システムも計画 
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歴史的背景としてのオランダ型アプローチ 

 “When I think of Holland” 
 「そして、水の音がいたるところで聞こえ、戦慄が走った」 
 1953年、Zeelant州（「海の地」）とSouth Holland州の大半が
浸水 

 最大の脅威の「水」との共生の為の「統合的アプローチ」が成功 
 農産物の輸出高世界第二位 
 暮らしやすく、働きやすく、余暇も充実 
 観光立国 

 
 Resilient（しなやかな）システム 

 「防災」と「減災」の明確な仕分け 
 再現性20,000年の災害は「減災」を基本 
 再現性500/200/100年の災害は「防災」を基本 

 
 Delta Commissioner 

 権限を集中 
 長期的な指揮権及び資金を移譲 
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１. 世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況（５） 
～ 中国天津エコシティ ① 概要 ～ 

 場所  ：中国天津市 
 主体  ：中新天津生態城投資開発有限公司（資本金40億人民元） 
 目的  ：｢持続発展が可能な都市｣、「三和」（人・人、人・経済、 
         人・自然の調和）、並びに「三能」（実行・複製・普及   

      が可能） 
 時期  ：2008年～2020年（開発期間最大15年） 
 規模  ：開発面積30Km2、建築面積1,440万m2、人口35万人 
 予算  ：未定（現状77億人民元が投下） 
 参画企業 ：Keppel、SIEMENS、日立製作所、パナソニック、                 
（海外）   三井不動産、PHILIPS他多数 

 特徴  ： 
 エコシティ要件として26のKPIを策定、内22を2020年までに達成 
 20％を再生可能エネルギーで賄う（⇒ 都市全体のエネルギー管理） 
 飲料水の50%を海水淡水化により供給 
 資源循環率60%以上 
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１．世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況（６） 
~ DMIC（Delhi Mumbai Industrial Corridor）プロジェクト ~ 

経済産業省WEBより引用 
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    スマート・コミュニティ開発事業 
１．世界に於けるスマート・コミュニティ開発状況 
２．日本に於けるスマート・コミュニティ開発状況 
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２．日本に於けるスマート・コミュニティ開発状況（１） 

～ 実証実験 ～ 
  対象地域 ：横浜市、北九州市、豊田市、関西文化学術研究都市          

   （けいはんな）の京都エリア（４ヵ所での実証実験） 
 内容  ：対象各地域の一般家庭・企業を送電網で接続し、        

       再生可能エネルギー（太陽光発電など）の大規模導入 
         を推進する 

       ※日本国内でのスマートグリッドの実証実験は、                
                     既に沖縄県宮古島で開始されているが、 
         ・次世代交通システムの普及 
         ・都市の構築等社会システムまで含む規模の実証実験 

 総事業費 ：約1000億円 
 期間  ：2010年から5年間 
 特色  ：各地域が持つ特色（都市部、工業地帯など）を実験に 
         反映させ、地元企業（トヨタ自動車や新日本製鉄等）          
      が協力 
 



Copyright © Sojitz Corporation 2004 30 

２．日本に於けるスマート・コミュニティ開発状況（２） 
～ 横浜スマートシティプロジェクト（YSCP） ～ 

横浜市WEBを引用 
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２．日本に於けるスマート・コミュニティ開発状況（３） 
～ 北九州スマート・コミュニティ創造事業 ～ 

北九州市WEBより引用 
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新しい街造りに有効なICT新技術 

循環経済 
 
 
 
 
 
 
 
 

新産業創出 

環境配慮 

安全・安心・防災 
快適性 

（Amenity） 

エネルギー効率 

XEMS 
& iDR（industrial 

Demand Response） 
 

eSportsGround 
Projection Mapping 

屋上庭園 

回帰性赤外線 
反射フィルム 

デジタルサイネージ 

In-Door 
Navigation 

監視カメラ 
ネットワーク 

Disaster   
Management 

Simulation 

M2M 
Sensor Network 

Heat Cap 
（赤外線閉込 
フィルム） 

籾殻活性炭 
（バイオカーボン） 

EFB to DP 
（Empty Fruits Bunch 
to Dissolving Pulp） 

Euglena（ミドリ虫） 
Wolffia（ミジンコ浮草） 
高蛋白、高ミネラル、 
高ビタミン含有 
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籾殻による新産業創出（日本） 
■ 米の生産量年間約８百万トン⇒籾殻約２百万トン発生 
■ 籾殻を再利用するも、約５０万トンの処理に苦心 
■ 廃棄物を原料として高性能バイオカーボン（活性炭）を生産 
■ バイオカーボンとは 
   ・籾殻の自然構造を活かし、特異な「細孔構造」を持つ 
     炭素材料 
   ・籾殻を炭素化⇒シリカ除去⇒賦活処理：バイオカーボン 
   ・従来の活性炭と比較し、次の特徴あり 
    ① 巨大分子の吸着、担持が可能 
    ② 高速吸着に優れる 
    ③ 高濃度ガス吸着に優れる 
    （ヤシガラ活性炭の3-4倍の能力） 
■ ５０万トンの籾殻から３．５万トンのバイオカーボンの生産が可能 
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快適な「水生活」への転換 
■ 上質な水道水 
   ・「水道水」＝「飲料水」 
   ・蛇口をひねれば美味しく飲める水 
■ 必要な条件 
   ・良質な水源の確保 

 ・高性能の浄水場の建設・維持 
 ・高品質の配水管網（Water Grid）の建設・維持 
 ⇒ 社会インフラとしての長期的な取組（膨大な投資と期間） 

■ 迅速な解決策 
 ・セントラル方式「全浄水」システムにより水道水を全て 
  「飲料可能水」として家庭内すべてに供給（⇒「全浄水」） 
 ・飲料、料理、食材・食器洗浄に「全浄水」 を使用 
 ・入浴、洗顔、洗髪、衣類洗濯に 「全浄水」 を使用 
 ・家庭菜園にも「全浄水」適用により 

■ ナノバブル水 
   ・超微細気泡（100nm前後）を1億個程度含有する殺菌力の強い水 
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セントラル方式「全浄水」システムによるQOLの向上 

Cooking in Kitchen 

Face Washing セントラル方式「全浄水」システムにより、 
家庭内に「飲料可能浄水」を供給。キッチン
は勿論、風呂や洗面所、トイレで使う家庭内
全ての水や湯を浄水します。飲料は勿論、
料理、食材・食器洗浄、入浴、洗顔、洗濯に
「飲料可能浄水」を使用。 

 
 

 
 

浄水を 
宅内に 
供給 

水道網 
からの 
受水 
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総合商社の取組 

            １.  総合商社（双日）の機能と役割 

                   ２.  総合商社（双日）の取組事例 
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Grand Design（Master Plan） 
～ 都市のビジョンとロードマップ ～ 

Smart Energy/Resources vs Smart Living 
～ 資源管理とQOLを両立させるインフラ建設 ～ 

Smart Control 
 ICT/統合情報センターによる全体最適  

Control Plan & Breakdown Plan 
～ 具現化へのプロセス ～ 

Po
w

er
 P

la
nt

 &
 G

rid
 

W
at

er
 P

la
nt

 &
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rid
 

W
as

te
 to

 E
ne

rg
y 

Sm
ar

t M
ob

ilit
ry

 

Sa
fe

ty
 &

 S
ec

ur
ity

 

Ed
uc

at
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n 

Am
en

ity
 

循環型環境都市のビジョン＋ 
 ロードマップを作成： 
 ・都市の成長戦略策定（含む 
  歳入・歳出計画） 
 ・基幹産業の設定並びに誘致 
 ・区画レイアウトの設計 
 ・他都市との差別化と価値向
上 

都市・産業の各機能を連携制御
し 
 全体最適を追求： 
 ・ICTを駆使し各都市機能状況
の 
  可視化と情報提供 

低炭素・省資源を実現するエネ
ル 
 ギーの消費と再資源化＋QOL
の 
 維持 
 ・再生可能エネルギーの活用 
 ・省エネ、廃棄物処理と再資
源化 
 ・人に過度な負担を掛けない
交通 
  網の構築 
 ・快適な環境（緑化と清潔
さ） 
 ・安全安心な環境（治安、医
療、 
  福祉、災害予防） 
 ・教育及び娯楽 
 ・住んで楽しく、快適に働け
る環境 BOT 

BOO 
EP(F)C PPP 事業投資 O&M 

トップから
の アプロ
ーチ 

ボトムからの 
アプローチ 

１．総合商社の機能と役割（1）          
～スマート・コミュニティ開発事業取組の基本方針（双日）～ 
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１．総合商社の機能・役割（2） 
～ 双日が編成するチーム日本（基本構成） ～ 

4 

その他の企業 

（プロジェクトの進行に伴い最適企業と連携） 

Team Japan 

Core Members 双日株式会社 

（Sojitz） 

双日総研株式会社 

日建設計シビル 

エンジニアリング 

（NSC） 

IT企業 

（JEITA企業） 

行政当局（Project Owner） 

連携（Joint Venture） 

北九州市環境局 
（アドバイザー） 
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総合商社（含双日）の取組 
１.  総合商社（双日）の機能と役割 

                   ２.   総合商社（双日）の取組事例 
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都市計画・開発提案 

システム設計・建設 

システム維持・管理(O&M) 

駅・路線周辺の開発支援 

ハードの供給からソフトの提供へ、”豊かな街づくり”への貢献 

• 公共交通、特に軌道交通は環境負荷低減に貢献            

• 駅と連結した商業施設（駅ウエ、駅ナカ） 

• 高齢化社会への対応（医療施設、福祉施設への接続） 

• 空間の有効活用（コンパクトシティ） 

• 『住』『職』『憩』 を機能的に接続する事による QoL の向上 

２．総合商社の取組事例（１）                      
~ 鉄道駅を起点とした街づくり“TOD”（Transit-Oriented Development） ~ 
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ロテコ工業団地 

曹妃甸中日エコ工業パーク GIIC工業団地 

LONG DUC工業団地 Sojitz-Motherson工業団地 

Globevill＆Little Tokyo 

上下水・排

水 
マネジメン

ト 

エネルギー

マネジメン

ト 

交通 
マネジメン

ト 

物流 
マネジメン

ト 

資源循環 
システム 

統合情報 
センター 

再生可能 
エネルギー 

セキュリ

ティー 

住環境・自

然環境整備 

ゴミ処理 
リサイクル 

【立地】：ベトナム ドンナイ省  

【総開発面積】：100ha 

【特徴】：1996年設立。テナント数50

社（2011年2月現在）、排水処理場を
域内に建設 

【立地】：中国河北省唐山市 

【総開発面積】：6,000ha 

【特徴】：中国国家プロジェクトとして
中国最大級の工業区。310km2の工
業区の内、60km2が中日の省エネ・
環境モデル地区として指定 

【立地】：ベトナム ドンナイ省 

【総開発面積】：270ha 

【特徴】：2013年竣工予定 

【立地】：インドネシア ブカシ県 

【総開発面積】：1,000ha 

【特徴】：ブカシ県庁社やバンドン工
科大学などの誘致を含めた総面積
3,000haの総合都市開発を計画。 

【立地】：インド チェンナイ市郊外 

【総開発面積】：115ha 

【特徴】2013年竣工予定。 

【立地】：インド チェンナイ市郊外 

【総開発面積】：142ha（1.4ha(LT)) 

【特徴】：住宅、商業施設、学校、ホテ
ル、病院、排水処理施設等完備。
Sriperumbudur工業団地に隣接す
る大型住宅地 

教育・娯楽 

２．総合商社の取組事例（２）                
～ 双日による海外工業団地開発と運営 ～ 
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～ 長崎県ハウステンボスに於ける実証実験 ～ 

 場所  ：長崎県佐世保市「ハウステンボス」 
 主体  ：双日株式会社（＋協力企業15社） 
 目的  ：ICTを駆使したライフスタイル変化喚起による電力需要
抑制 

 時期  ：2010年～2013年 
 予算  ：約15億円 
 中心企業 ：双日、米国PeoplePower、CTC、沖電気等15社 
 特徴  ： 

 スマートタップ等を駆使した定量情報（電力使用量）と、ユーザー
調査による定性情報（生活行動パターン等）を解析し、電力消費 
に至った行動とその動機を関連付ける「分類アルゴリズム」を  
米国スタンフォード大学にて考案 

 この「分類アルゴリズム」を”ツール”として活用し、日本特有の 
電力消費行動や生活パターン等に基づいた分析結果から、 特有の
行動変化による電力需要抑制を実現する、 ESP（Energy Service 
Platform） システムを構築する。 
 

２．総合商社の取組事例（３） 
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２．総合商社の取組事例（４）                 
～ 曹妃甸の概要 ～ 

曹妃甸新区の概要： 
・ 中国初の重化学工業発展＋循環経済モデル地区として 
  国家認定された国家級開発区 
  北京オリンピックを契機に首都鋼鉄が移転（高炉2基） 
・ 150k㎡の居住区（『生態城』：第一期＋二期で74k㎡、 
   人口80万人、最終人口100万人）。全体マスタープランは、 
  SWECOが担当（Sweden Marmo市がモデル） 
  4.92k㎡は中日エココミュニティ（日本設計が設計を担当） 
・  310k㎡の工業区（内60k㎡は、中日エコ工業パーク） 
・ 高速道路が曹妃甸まで開通済。北京まで220キロ（高速 
  道路利用で約2時間半）、天津まで120キロ（高速道路 
    利用で約1時間半） 
・ 唐山市は重工業都市として省エネ・排出削減圧力が大きく 
    省エネ環境保護・新エネルギー市場の潜在力あり 
    また、北京の産業構造転換による産業の移転・補完、及び 
    環渤海経済圏が発展していくことによる波及効果を期待 

中日唐山曹妃甸エコ工業パーク： 
・ 工業区内60Km2 に「中日唐山曹妃甸エコ工業パーク」を 
  開発し、日系企業を招聘 
・ 「中日唐山曹妃甸エコ工業パーク」のマスタープランを 
     双日＋日建設計シビルが策定（河北省許可取得済） 
・ 今後、コントロールプラン並びにブレイクダウンプランの 
  策定を期待 
・ 某日系自動車メーカが進出を検討中 
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中日唐山曹妃甸エコ工業パーク マスタープランについて  

双日が日建設計シビルと共同で受注し策定した、マスタープランとは、開発区の、産業発展計画と空間構造のコンセプトを規
定するものです。今回は、中国・清華大学が策定した産業発展計画を基盤に、日本総研によるインフラ検討等を加味し、日建

設計シビルが空間構造を策定しました。 

 
「つなぐ」という言葉をキーワードに、日本と中国の文化、産業、物流、交通、世界、自然、世代、人、地域をつなぎ、そこ
で働くことに誇りを持てる都市づくりを提案しています。 

 

产业 

中央绿地 
服务中心 

[つなぐ]中日 
[TSUNAGU] 

交通 

世代 地域 

物流 

産業 

人 

世界 自然 

产业 

中央绿地 
服务中心 

緑道/人 緑道/人 

情報/エネルギー/物 情報/エネルギー
/物 

中央緑地 
サービスセンター 

産業 

産業 産業 

産業 

産業 

産業 

産業 産業 

計画コンセプト： 「つなぐ」 

 
中央に緑地を配置し、各機能区、各産業区を緑地と運河でつなぐ、水と緑にあふれ

る自然豊かな工業パーク 

 
各機能区、各産業区においてエネルギー、資源、水、物流をつなぎ、それらの情報
を集約管理することにより、パーク全体をひとつの工場と見立てた最適化、最大効

率化 

 
パーク全体での最適化を図る一方で、万一の災害時には影響を最小限とし、単独で
稼働可能な状態にある工場が単独操業できるようなインフラ構築による、災害に強

い都市 
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空間構造コンセプト 

产业 

中央绿地 
服务中心 

緑道/人 緑道/人 

情報/エネルギー/物 情報/エネルギー/物 

中央緑地 
サービスセンター 

産業 

産業 産業 

産業 

産業 

産業 

産業 産業 

中央核心を囲んで、円心形の環状都市構造

を形成する。 

 
【中央核心】 
中央緑地、行政センター、情報センター、
都市総合避難センター等管理制御センター

などの核心エリアサービス施設。 

 
【区域核心】 
区域センター緑地、区域交流センター、再
生エネルギーセンター、教育研究など区域

核心施設。 
緑道で中央核心と区域核心を接続する。 

 
【園内付近の産業パーク】 
幹線道路で各産業パークと接続するので、

中の快適さと穏やかさが保たれる。 

 
【運河循環】 
多様な生物が共生する多自然川、 
川沿いにエネルギー施設、インフラを配置。 
公共交通- 
公共交通等により、人の動線をつなぐ。 

 
このような工業パーク構造により、園内付
近のスムーズな生産活動及び中の落ち着い

た生活を確保することができる。 
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産業計画・ゾーニング 

6大基地、4大センター  

◇4つのセン
ター  

◇6つの基地 

1 資源循環産業基地 

2 省ｴﾈ･ｴｺ技術・装備製造基地 

3 ハイテク技術産業基地 

4 総合物流基地 

5 エコ製品生産基地 

6 新ｴﾈ・新ｴﾈ自動車産業基地 

1 中日エコイノベーションセンター 

2 総合管理センター 

3 エコ工業観光センター 

  研究開発/インキュベーションセン

ター 

４ 
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中央サービス機能エリア、中央緑地① 

47 

(1) まとまったグリーンコアを整備し、景観の向上とともに、 
   都市のシンボル性を強調し地域のブランディング確立を目指す。 
(2) 大規模な公共緑地を広域避難空間として利用し、都市の防災機能を向上させる。 

(3) 都市情報・エネルギ制御センター、SMART CITYの核心功能の集約。 

エコ宣伝・教育・ 
展示センター 

パーク地区管
理委員会機能
エリア 

エコイノベーション   
センター 

エコ工業 
観光センター 



Copyright © Sojitz Corporation 2004 48 

中央サービス機能エリア、中央緑地② 

明治神宮の森面積：70ha 
中央に「森」を作るメリット 

森で浄化される空気を工業園区に流れ込み、環境改善効果。 

   

「永遠の森：年を経るに従い上昇する価値 

夏季のクールアイランド効果 
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□設置基準 
 1.都市防災公園 
  規模：50ha以上、サービス人口：50万～150万 
 2.広域避難地 
  規模：10ha以上 
  避難範囲圏人口に対して、2㎡/人以上確保 
  サービス範囲 ：2km 

 
□機能 
 大規模な災害が発生した場合に、広域地区に 
   対象となる復旧・救援活動の拠点とする 

 
□規模及びサービスエリア 
 産業ゾーンの中央に1箇所設置し、規模は70ha 
 生態工業パーク全体にサービスすると位置づける 

 
□設置要点 
 広域防災拠点は、救援活動の便利性を考慮し、 
    主要幹線道路沿いに設置する 

 
□設施 
   1 総合避難センター、2 放送、3 地下倉庫    
   4 耐震貯水タンク、5 緊急物資供給基地    
   6 緊急電源、7 再生エネルギー供給、 
   8 臨時トイレ、9 緊急救助車両駐車場、 
 10 緊急救助ヘリ発着場、20ｍ以上の防火隔離帯 
 となる樹林、緑地、水面を設置  

1 2 
3 

4 

5 6 

6 6 

6 

6 

7 

7 

7 

8 

8 9 
10 

8 

公園、避難地、避難拠点、避難路による防災計画 
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スマートグリッドの構築 

都市インフラシステム 産業インフラシステム 

管理センター 管理センター 

都市と産業の同時スマート化によるスマート・コミュニティを実現 

都市・産業間の連

携 

物流センター 
Smart Logistics 

 緑化センター 
Green Grid 

水処理センター 
Smart Water Grid 

工業水処理 
センター 

Smart Water Grid 

資源循環 
センター 

Smart Waste 

交通管理 
センター 

Smart Traffic 

都市エネルギー 
センター 

Smart Power Grid 

産業エネルギ 
センター 

Smart Power Grid 

統合情報 
 センター 
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  スマート・コミュニティ開発事業の 

「光」と「影」 
      １．海外展開総合戦略     

      ２．スマートコミュニティ開発事業の課題・問題点 

      ３．日本の新たな取組み 

     ４．あらたな脅威 
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１．海外展開の総合戦略（１） 
～ 急拡大が見込まれる世界のインフラ需要 ～ 

  領域      2007年   2020年 
 
 水    36兆円   73兆円 

 
 鉄道    16兆円   22兆円 

 
 廃棄物処理   16兆円     33兆円 
  ＋リサイクル 

 
 情報通信   300兆円  600兆円 

 
 都市開発   230兆円  360兆円 
  ＋工業団地 

経済産業省資料を引用 
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１．海外展開の総合戦略（２） 
～ 日本・韓国・中国のプラント輸出（成約高） ～ 

（億ドル） 
・ 2011年度の実績は274.9億ドルとなり過去最高 
   の実績となった（2005年度が255.9億ドル）。 
・ 成約額上位3地域はアジア（116.4億ドル、9.7% 
 増）、大洋州（73.6億ドル、164.6%増）、アフリカ 
 （42.6億ドル230%増）。アジアは2年連続100億 
  ドルを超過。 
・ 成約額上位3機種は、発電プラント（103.5億 
   ドル、61%増）、エネルギープラント（85.8億ドル 
   8.8%増）、 
  化学プラント（26.2億ドル、36.4%増）となった。 
・ 大型案件は40件で、合計220.6億ドルとなった。 
  大型案件が8割以上となったのは過去初めて。 
・ 成約上位3か国はオーストラリア、台湾、           
   エジプト。上位10か国が成約額に占める割合 
  は79.4%。 
・ 海外調達比率は47.4%で、大洋州では91.8%と 
  なっている。 
・ 業種別成約実績(輸出者名義)は、商社が38.8% 
   エンジニアリング専業35%、メーカー25.7%。 
・ 韓国、アメリカ、中国の外国勢も順調に成約を 
   伸ばしている。 
・日本、韓国はエネルギー・化学・電力プラントが 
 大半を占めているが、中国はその他が60%以上 
 を占めている。 

日本機械輸出組合資料を引用 
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スマート・コミュニティ開発事業の 

「光」と「影」 
       １．海外展開総合戦略     

      ２．スマートコミュニティ開発事業の課題・問題点 

      ３．日本の新たな取組み 
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２．スマート・コミュニティ開発事業の課題・問題点（１） 
 行政当局（開発業者）の「建前」と「本音」 

 「志（理念）」の継続                                   
（⇒ 行政・住民・産業＝企業の継続的連携が必要） 

 多くの（推進の）障害（企業・住民のエゴ、民主主義の弊害） 
 担当責任者の「出世志向」（短期間での成果が問われる） 
 

 事業性 
 資金調達問題 
 費用対効果 
 どうやって儲けるのか？ 
 

 国際標準 
 日本は標準化が苦手 
 海外が上位層を提案（現状） 
 「全体最適」 vs 「部分最適の積上」                                     

i.e.「システム」 vs    「部品」） 
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２．スマート・コミュニティ開発事業の課題・問題点（２）-１ 
～日本勢はどのように対応すべきか～ 

 行政当局（若しくは Project Owner）と「思い」を共有し、街造りに協力     
すると云う「基本姿勢」が重要 

 Team Japan を構成し総合的な対応を基本とする 
 プロジェクト毎に最適チーム（Team Japan）を構成 
 商社（Organizer）＋総合研究所（社会構造）＆設計会社（空間設計）           
＋ICT（JEITA企業：ICTインフラ＆IIC） 

 取組概要 
 マスタープラン（概念計画）作成（若しくは既存計画の修正）により  
  最上位層からプロジェクトに参画 

  循環経済型の社会構造 
 災害に強く、 「緑と水に溢れ」価値が継続上昇する空間設計 

 IIC（統合情報センター）による全体最適を追求（ICT マスタープランの策定） 
 Smart Development                                   

⇒ Infrastructure Asset Management（⇐ BIMの進化型） 
 「見える化」（過去・現在・未来） 
 行程管理（Design Review）の効率化 ⇒ 工期・工費の抑制 
 3次元情報（土木・建築）一元管理＋資産情報統合による社会基盤情報資産化 
 「予防保全」の徹底により社会基盤の延命 
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２．スマート・コミュニティ開発事業の課題・問題点（２）-２ 

 
社 会 基 盤 

 

SMART  
DEVELOPMENT 

SMART 
Power, Water, Traffic, 
Logistics, Security, 
Education, Amenity, 

& Waste 
GRIDS 

 
循環経済の為の 

産業構造＆空間設計 
 

行政による街作りの理念 

  ICTの活用 
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２．スマート・コミュニティ開発事業の課題・問題点（２）-３ 
～包括連携の概念～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SMART DEVELOPMENT  ⇒ SMART OPERATION  
総開発・運営コストの低減  

開発・建設・運営・
管理母体企業 

開発・建設 

運営（販売・リース） 

運営（管理） 不動産 
販売・リース 

標準建屋 
販売・リース 

スマート 
運営・管理 

統合情報 
センター 

現地 
パートナ 日本チーム 

包括支援 経営 

第一段階 第二段階 

第三段階 
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２．スマート・コミュニティ開発事業の課題・問題点（２）-４ 

       日本産業園     成功への       道程    

日本ハイテク産業園 

 
 
 

  双日がオーガナイズする日本チーム 

日建設計シビル 
双日総研 

双日機械部門 
ＩＴ企業 

双日グループ全社 
双日機械部門（環境都市インフラ推進室） 
双日生活産業部門（海外不動産部） 

双日 
ロジスティクス 

 

産
業
園
構
築
支
援 
  

日
系
企
業
誘
致
支
援 

工
場
移
転
総
合
支
援 

 
総
合
物
流
支
援 
 

（１）         （２）         （３）         
（４） 

 Organizer とプロジェクト管理 
 行政とビジョンを共有して推進する「まとめ役」が必要 
 日本企業の多くは個別対応アプローチ 
 其々のフェーズでの貢献 
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  スマート・コミュニティ開発事業の 

「光」と「影」 
        １．海外展開総合戦略     

       ２．スマートコミュニティ開発事業の課題・問題点 

       ３．日本の新たな取組み 
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地下工場によるCO2削減 

  

 
                                                                                                                                                                                                             

 

３．日本の新たな取組み（１） 
～地下工場～ 

空調用電力の95％削減を達成 

ヤマザキマザック㈱資料を引用 総床面積：10,100m2 
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日建設計総合研究所資料を引用 

３．日本の新たな取組み（２）  
～防災と減災の調和：費用対効果の大きな空間設計～ 
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３．日本の新たな取組み（３）  
～回帰性熱線反射フィルム～ 

熱線 
（赤外線） 

ソニーケミカル＆インフォメーションデバイス株式会社 

太陽の熱線で部屋が 
 暖められてしまう 
 ↓ 
×空調費が大きい 
×街区への空調室外機 
  排熱が大きい 

太陽の熱線を地面に反射 
 ↓ 
◎空調費節約 
◎室外機の排熱減少 
 

×近隣街区が暑くなる 
×周辺の緑地に悪影響 
×地面を加熱…夜間に気温を 
  上昇させる熱源となる 

太陽の熱線を上方に反射 
 ↓ 
◎空調費節約 
◎室外機排熱減少 
 

◎近隣街区に熱害が及ばない 
◎周辺緑地も従来通り 
◎反射赤外線が地面を加熱しない 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ ～ ～ ～ ～ 

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

遮熱対策なし 
従来の遮熱製品 
（遮熱フィルム、Low-Eガラス） 

回帰性熱線反射フィルム 

新開発品 
メリット 

デクセリアルズ株式会社資料を引用 

ヒート 
アイランド 
防止効果 
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３．日本の新たな取組み（5） ～デマンド・レスポンス～  

 大口の産業系ユーザーを対象とし、DRアグリゲータの監視センター(NOC)より直接  

ユーザー機器に制御をかけ、システムの持つポートフォリオ効果により、迅速、柔軟、  

且つ確実にネガワットを創出（需要を抑制）する仕組です（⇒新たなか価値を創造）。 

 iDRは、様々な産業用施設を完全自動で負荷調整をしますが、ストレスがあまり     

かからぬように各施設用に最適調整された新しいコンセプトのDRです。 

 様々な容量と様々な適用時間の多様な「ネガワット」を適切に組み合わせ、ポート   

フォリオを構成することで、電力事業者様にとって使いうる大きさのDRを提供します。 

【ポートフォリオによる電力削減イメージ】 

＝ 産業用デマンドレスポンス（iDR）とは ①＝ 
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510MWネガワット確保の実例 
（2013年4月5日＠フランス） 

８施設 
300MW x 4h 

４施設 
106MW x 3h 

１０施設 
77ＭＷ x 2h 

２９施設 
55MW x 2h 

２施設 
22 MW x 1h 

505 
MW 

最初の
コール 

2時間前通知 

2時間前通知 

２番目の
コール ３番目の

コール 
３０分前通知 
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（参考資料） 激化するサイバー攻撃 ～世界の事例～ 
世界では情報の漏洩のみならず、実害を伴う多くの事例がすでに発生している。 

２０００年２月 オーストラリアで下水排水システムが外部から不正に操作され 
  広範囲に下水が溢れる（解雇された元従業員による犯行） 

２００３年１月 Ｓｌａｍｍｅｒワームの流行により米国航空会社の運航システムが停止 

２００３年８月 Ｂｌａｓｔｅｒワームの影響で米国北東地区で大停電発生 

２００７年５月 エストニアに対するサイバー攻撃。行政・金融サービスが数日間停止 

２００８年１月 ＣＩＡの分析官が全米の電力網に対するサイバー攻撃で停電に陥った
  事件について認める 

２００８年８月 ロシアのグルジア侵攻を前に同国で大規模なサイバー攻撃を確認 

２０１０年４月 Ｓｔｕｘｎｅｔウィルスが原子力関連施設で利用されるシーメンス社                    
                 制御システムを攻撃。イランの原子力施設の運営に深刻なダメージとの  
        報道 

２０１０年１２月 Ａｎｏｎｙｍｏｕｓ等によるＤＤｏＳ攻撃が頻発 

２０１１年４月 韓国農協の障害 数日間にわたって停止 

２０１１年８月 香港証券取引所にＤＤｏＳ攻撃が発生、事実上の取引不能に 

67 
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電力プラント 被害例 

Sayano Shushenskayaダム爆破事件（2009年8月） 

◆ ロシア政府はボルトの老朽化が原因と発表 
◆ 米国防総省、サイバー軍司令では 
   サイバー・物理攻撃との見方 
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最後に 
 

「環境」と「防災」は自然と向合うことが重要 
自然の力を過少評価すれば大きな災害が発生 
自然の復元力を過信すれば環境破壊が発生 

 
問題・課題は多いが、行政・住民・産業界が 
「解決する思い」を共有することが重要 

 
地球を「よりスマートに（賢く）」し、 
次の世代に「美しい地球」を残すことが 

我々の使命・責任と考える 
 

辻 孝夫  


